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あった。その時には、私が ADR と RJ の関係について話題提供し、
彼は M&A に関連する話をしており、それが同年 4 月からの彼の
ドイツ留学における研究テーマの一つとなっていた。彼が 2007 年
に帰国してから、一応の成果を出してはいたが、法制度の変化する
まっただ中にいて、ドイツ留学で得た知識を活かすべき十分な研究
時間もとれず、彼にとっては非常に残念だったのではないかと思わ
れる。まだまだやり残したことも多かったのではなかろうか。
しかし、彼を愛した学生達は、梶浦先生の真摯な姿勢や新たなも
のを果敢に取り入れようとする気性を十分目の当たりにしており、
その芽は十分に植え付けられている。学生達は社会へと出て、梶浦
先生より学んだ気風を十分活かしてくれるに違いない。また、そう
した息吹は、梶浦先生が会ったことのない、彼の知らないより若い
学生、新しい世代へと受け継がれていくことにもなろう。梶浦先生
のために涙した学生達の目の奥に、そうした希望を窺い知る。その
意味で、梶浦先生がこの大学に残したものは決して絶えることなく、
受け継がれていくし、梶浦先生は生き続けると確信している。
ただ今は、梶浦先生のご早世を悼むばかりである。
